
在宅サポートセンター生田からのお知らせ

　58 人の方が参加された三好春樹さんの介護基礎講座。会場は三

好さんのユーモアあふれる講義に、笑いあり、涙あり、感動あり、

気づきや発見ありの 3 時間となりました。このコーナーでは、参加

された方から寄せられた感想をご紹介します。

デイサービス響　空き情報
（平成 23 年 10 月末現在）

6 時間以上８時間未満  定員 26 人

4時間以上 6時間未満    定員 4人

入浴

月 日土金木水火

△ ○ △ △ △ △ 休

○ 休 休

△ △ △ △ △

◎＝十分に空きがあります。○＝空きがあります。△残りわずかです。
空き情報につきましては、△の場合でもご相談ください。

△

11 月 01 日　　ひびき通信 11月号発行

11月 08日　　グループホーム響運営推進会議

11月 13日　　ボケと認知症ケアセミナー

11月 15日　　グループホーム響ケースカンファレンス

11月 24日　　デイサービス響ケースカンファレンス

●11月のカレンダー

ループホーム響グ

　在宅サポートセンター生田のスプリンクラー設置工事が、10月いっぱいで終了しました。これ

により、グループホーム響の食堂兼ホールに８カ所、利用者の各居室に2カ所、センター事務所

に5か所など、合計38カ所に放水用ノズルが設置されました。当センターでは、自動火災報知機

が設置されていますが、スプリンクラーの完備により、万一の火災に対する安全性がさらにアッ

プしました。

三好春樹さんの「介護基礎講座」

楽しい！  3時間があっという間でした。

スプリンクラー設置工事が完了。防火への備え、安全性がさらにアップ。

※今号のシリーズひびきのケアはお休みします。

参加者アンケートの感想から

実例を通した解説がとてもわかりやすかった。

介護の仕
事を続け

ていく、元気
をもらい

ました。

パーキンソン病の「甘え」。
わかっていて厳しく言ってしまっていました。「反省」

介護の世
界が広が

り、考え
方が変

わりまし
た。

今日学んだことを職場で少しずつ活かしていきたい
お年寄りとの接し方、目からうろこでした。

日々の仕事で
凝り固まって

いる気持ちが
、

ほぐれていく
ような気がしま

した。

脳卒中やパーキン
ソン病の障害の基

礎を

知ることができまし
た。

介護者としての基本の心構えを再確認できました。


